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Previous studies ofKa1mshima Grouo 
* Satelite images of Kosa Events durin~ 1997・2002:
http://www・sci.edu.kagoshima-u.ac.jp/sing/kosa/kosa-e.htm
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2込血血
1.百1eproperties of AVHRR加 dVISSR bands 
for the study of the Asian dust events. 
2. The results dぽing2000-2002, 
focussing on the advection patterns of th崎events
shown in the satelite images. 
NOAA・16/AVI奴R山田geson 20 March 2001 at 13:07 JST. 
目。
' ．，
The叩ur印 regionsof A抑制dustin central叩d副stemAsrn 
so 
Aerosol Vaoor Index ( A VI) for NOAA/ A VHRR and GMSNISSR 
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AV! (AVHRR) =n(5)-n(4) + 200, for NOAA/AVHRR 
A Vl(VISSR) = IR2・IRI+ 100, for GMS・SNISSR
where 1heV11lue n(i) of thermal infrar，吋bandi coπesp叩ds師向ebrigh同時stempe同町間l(i)tn
centigr酒de回 t(i)=O.ln(i）・50,fori = 4,S. 
where Ni l$ related 10 the brightne描 temp前古lureof IRi m同ntigradeas T, = 0 5N1 • 85, for lコ1.2
I Str hin暗g幽rar
AVI(AVHRR)= 170～210: t(5）”t(4）＝倒3.0～1.0K 
A VICVISSR) = 95～105: T2-T1 ＝幽2.5～2.5K 
NOAA・16/AVHRR. miages 
on 20 March 2001 at 13:07 JST. 
R, G, B = AVI, b3ぺ，Ch.4
VIS WV inverted 
AVI IR1 
GMS・5NISSRimages on 21 March 2002 at 12 JST 
‘Dry Slot’ ‘High Pressure Wedge’‘Travelling High’ 
21 Mar吐12002
A VI images and w曲山ermaps. 
JO April 2001 23 March 2002 
Large scale event of‘High Presure Wedge' type 
GMSAVlimag田 on22 March 2002 at intervals of tbr田 hour冒，I, 3,6, 9, 12, 15, 18, 21 JST 
Asian dust events durine 2000-2002 
? ? ? ? ? ? ?
Classification into t財eetypes based on weather patterns 
D ：‘Dry slot' type 
W ：‘High pressure wedge' type 
T：‘T悶vellinghigh' type 
Samnle imal!es of the three tvnes 
w 
D: Dry slot type 
W: High pressure wedge type 
H: Travelling high type 
NOAA AV! image on 6 March 200 I at5・：54JST.
NOAAAVln田saicimageat18:12JST朗 d16:31 JST on 24 April 2000 
Conclusions 
I.百1eA VI images of NOAA and GMS arc Vぽyeffective 
for monitoring the Asian dust phenomenon in the east Asia. 
2. The short-wave in合aredband ofNOANAVHRR 
supplements well the A VI imagery, because of 
its sensitivity to ice and water clouds. 
3. Classification into three types：‘DηSlot’type 
‘High Pressure Wedge' type, 
‘Travelling High' type. 
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日本リモ｝トセンシング学会第3回学情続演会佐賀大学 202. 1 28-29 
G闘ト5/VISSRとNOAA/AVHRRによる
2002年春撃黄砂の解析
。場崎亮治l、木下紀正l、増水紀勝2、矢野草IJ明1、飯野直子l
(! 鹿児島大、 2第一福祉大〉
図
202. 3. 21 13・：56NOA”AVI画像
本報告における解析期間‘費砂イベントについて
本報告での衛星蘭像の解析期間
aNOA/ AVHR 3月1日～6月6日
{5月16日～26日.28目、 29臼を除くJ
.C',MS-5/V I SR3月1日～4月21ヨ
置本報告で述べる黄砂イベント
・3月18日～24日
.3月28日～4月4日（省略）
.4月48～12日（省略）
.2002年春季黄砂を含む今までのNOAA/AVHRRと醐S-5/VISSRを用いた
解析結果をまとめた
rsatel Ii te Analnis of Kosa durina 1997-20021 
http://arist.edu. kagoshima-u. ac. jp/sing／如何/kosa-e.htm 
・2日から23日午前
圃低気圧の饗：オホー ツク海を東へ移動
・前線の雲：千島列島から日本列島付近で停滞
．黄砂：力ムチャッjJ－千島列島一北海道一沿海州沖一朝鮮半島一山東半島の
ライン上に存在
.23日午後
．黄砂の一部がそれを核とした雲に変化時高援による白色緩や明度の変化織が
それまでに比べて狭くなり、~化の幅も小さくなった
.24日
闘賞砂による白色織は日本付近では確認できず
持黄砂の主力が北太平洋やベーリング海に被けたため
．明度の変化織が日本周辺に残っている
時黄砂の影響がまだ残っている
聞このイベン卜の影響が九州において完全に抜けたと考えられるのは24日夕方から
25日
・このイベントは北太平洋を横断してアメリカ大陸内部までIl透したと考えられる
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2002年歯砂について
.2002年賀砂
a2J:l7日 山隠から近畿にかけでの広い範囲で初観測
・それ以後度身日本にflj滋
・西日本、日本海側の地i誠に加えて、北日本、特に北海道の各地において
も織り返し翻測された
（平成14年4月15日付気象庁報滋発表資料より）
.3月21日福岡
・航窓織の灘発滋の巡れ、高速道路の速度線制などの交通陣容が発生
（福岡管区気魚台ホー ムペー ジ「策砂についてJより）
・2002年3月から6月よ旬京での期間の黄砂現象について興味深いケース
をAVI蘭僚を用いて解析した結果を報告する
3J:.l 18日～24自の麓砂イベントの潰れ
陶18臼夕方から19臼
．低気圧の糞がオルドスやゴピの上空を通過
・この：の下で砂雌嵐発生功賃砂エアロゾルが上空に舞い上がった
.20日
・低気圧の嚢lま前線1l:伴いながら中鴎東北部から沿海州方面へ移動
極貧砂は低気圧や前線の事者後を内陵部から中国大陸沿岸部へ移流した
.211ヨ
調低気圧の雲：沿海州4 宗谷海検→オホー ツク会
e前線の雲：賞海→朝鮮半島・日本海吋日本
刷業砂の実力：北京付近4貧海・朝鮮半島・日本海→北海道
..妙の一部：九州や本州西部．東シナ海などにかなリの賞砂粒子温度を持っ
たまま拡触する
安企めを今後の睡掴
・2002年3月から6月上旬の期聞をNOAA/AVHRRのチャンネル4と5の差画像によ
る方法を用い、また3月中旬から4月中旬までの期間についてはNOAAに加えて
GMS-5/V I SSRのirlとir2の差画像による方法も岡崎に用いて黄砂の検出と移
流拡散の様相の検討を行った
圃その結果、 2002年春季の黄砂イベントについてそれぞれのイベントにおけ
る移流鉱散の様相署長っかむ事ができた
調その様相は気象宮署観測データやその他の観測データなどとほぼ対応する
ことも確認できた
・今後の課題としては以下のことが挙げられる
1黄砂の移・:itルー トについての経年変化の検証
, AVli萄像単独での黄砂判定方法の擁立
Australian dust of 23 October 2002 
Andrew Tupper 
Bureau of Meteorology, Northern Territory Regional Office, Australia 
Currently at: Faculty ofEducauon, Kagoshima Univ町sity,Kagoshima, Japan 
羽田dustov町 SydneyHarbo町
2002.10.23 
03UTC GMS・5AVI 
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8＂＇リモ m トセンシング学骨蹄3 闘惨禍踊混合健胃式型炉 2002，事1月 28-29日
AVHRR Channel 3データを用いた
鉱物質エアロゾルと雲との識別の試み
。飯野積子・矢野利明・木下紀疋
鹿児島大学
1991.12.30 202俸歓の賞妙
中間赤外バンド（ch.38）・整分蘭像（b3-4）の利用
森林火災・火山活動が原因の熱異常・製鉄所：ホットスポット
夜間の下層雲や上層雲の識別
3.7μm帯：水蒸気の影響を受けにくい
石英ダスト粒子による吸収も少
T 出＞ T,1μm 3.7 μ 
I b3-4 = ch.3 -ch.4 I 
1998.12.17 3:16JST 1999.12.10 6:13JST 
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I If >200；慨世砂AVI=ch.5 -ch.4 +20011 担 20日：厚い饗・低温の裳
l < 200：簿いよ燭嚢・湿った晴天
1999.12.31 4:10 JST NOAA目14
(ai AVI 
(bl b3-4 
(cl RGB=b3-4. b4.A VI 
おわりに
黄砂や火山灰煙の検出に非常に有効であるAVI画像でも
識別しにくい層の厚い雲について、 Channel-3を利用して
鉱物質エアロゾルとの識見ljを補う方法を検討した。
その結果、日中のChannel-3AとChanne卜1の差画像や、
夜間のChannel-3とChannel由 4の差蘭像は、 AVIをよく補う
ことがわかった。
今後、これらの詳細について検討していく予定である。
首Ii事，画像の解続と有益な鵠臓についてE事裁量申書守百五民に掴謝します．
本研究町一簡は北軍事誠心宵底金研究助虚嘩の補助によって桁いまし止．
ここに肥して鮒耳在高わします．
NOA/./AYHRiデータを援酷いただいた鹿児島大学的情星袈惜目解析システム
官理曇員告の関係書位に掴畠1いたします．
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監視カメラと衛星による
諏訪之瀬島噴煙観測
中之島からの映像、遠隔監視、薗像アーカイブ
http://arist.edu. kagoshi ma-u.ac.jp/vo le/ suwa/ 
2002年12月5日の噴煙
備盟
13m/s 
東踊抽田園趨盟檀阻蹄臨画曲血血甲唾醐醐由轟酋
轟極掴踊幽箇盟国薗麗橿圃醐
監視カメラ映像 01:40・07:40UTC 
NOAA衛星による噴煙解析
• 2002.08.19 
• 13:llJST 
・臨時火山情報
・爆発的噴火
・多量の火山灰が
南東方向へ流れる
http://arist.edu.kagoshima”u.ac.jp/sing/topics/ 
2002-12心5,01 :55 UTC, 
Terra/MODIS 
計72回の爆発的噴火を記録 I I NASA Land Rapid Response System 
2002」2-05,01:30幽 07:30UTC
GMS-5 visible images 
JMA I Australian Bureau of Metorology 
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まとめ
• NOAA、MODIS、GMS衛星画像により、
諏訪之瀬島噴煙を観測することができた0
．監視カメラと衛星画像との噴煙の対比は
整合的である0
・監視カメラ映像は噴煙高度算定等に利用
できる。
